
10分間降雨量 石州瓦 ガルバリウム鋼板

大ノズル 8.3mm 40.5dB 50.2dB

小ノズル 1.7mm 39.6dB 43.1dB

降雨なし --- 36.3dB 37.1dB

屋根葺き材料の違いが屋内環境に及ぼす影響
Effects of different roof materials on the indoor environment

(島根産技セ) 〇 峠 のどか、河村 進、（三重大院） 齊藤 勇人、中井 毅尚

エアコン消費電力

石州瓦の特徴

島根県西部で生産されている粘土瓦で、凍害に強く
豪雪地帯や北海道でも使用されてきた。

しかし…

屋根葺き材料の一つである石州瓦の屋内環境に与える影響を明らかにし石州瓦の持続的な発展を目指す！

近年の出荷状況は、金属屋根材の出荷量増加に押され需要は減少しつつ
ある上に、住宅着工数の減少も相まって非常に厳しい状況にある。

屋根部材用熱電対 計20個

測定場所

エアコンを設置し、夏期と冬期に冷・暖房運転を実施した。

実大実験用住宅を用いた環境評価 屋根模型を用いた降雨時の騒音評価

屋根模型への降雨打撃音を可視化した
音響性能の視覚的な評価

石州瓦とガルバリウム鋼板を葺いた
同仕様の実大実験用住宅の屋内環境の比較

人工降雨装置および自然
降雨時の評価を行った。

大ノズル1本で散水を行い
音源探査装置で撮影した。

音源探査装置による音の可視化

各屋根模型に対して、同様な
散水を行っているにも関わら
ずガルバリウム鋼板葺きの屋
根面が赤く表示されていた。
石州瓦葺きはガルバリウム鋼
板葺きよりも降雨打撃音が小
さいことが視覚的にわかった。

屋内騒音レベルの測定

【エアコン稼働時の条件】

①洋室12帖

②夏期：冷房28℃

上向き・風量自動
③冬期：暖房23℃

下向き・風量自動
④２４時間連続運転

屋根模型への降雨の様子を
音源探査装置で撮影し、降
雨打撃音の計測・可視化を
試みた。

実験

背景

結果・考察
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ガルバリウム鋼板石州瓦

屋内騒音レベル

焼成温度が１２００℃以上であるためほかの粘土瓦より
も水が浸透せず凍結や積雪の重み・塩害等にも強い瓦。

屋内環境の改善

屋根面における日射制御に関してこれまで様々な研
究がなされてきたが、屋根葺き材料と建築物の温熱
環境との関係について具体的に記述したものはほと
んどみられない。

屋根面は日射の影響を大きく受けるため、そこから
室内に侵入する熱を制御することは、建築物におけ
る屋内環境の改善において大きな課題の1つである。
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音源探査装置

小ノズル（内径：1㎜）
と大ノズル（内径：
2㎜ ）を用いて、10分
間降雨量を測定した。

【音源探査装置】

屋根模型の屋内に設置したマイクで降雨打撃音を録音し、
騒音レベルを比較した。

音の可視化による解析や、専用
ソフトを用いたデータ処理によ
る周波数解析が可能。

石州瓦葺きはガルバリウム鋼板葺きよりも騒音レ
ベルが有意に低く、遮音性が高いことがわかった。

屋根葺き材料の違いによって屋内環境に有意な差が認められた。
石州瓦葺き屋根は断熱性・遮音性に優れており、快適で過ごしやすい屋内環境が実現できた。
この様なメリットを見える化し、消費者にわかりやすく発信することは、産地としての持続的発展につながると考える。

まとめ

ガルバリウム鋼板石州瓦

温度分布の可視化

石州瓦葺きの方が小屋裏温度、屋内温度共に低かった。石州瓦葺きでは
屋根から侵入する熱が少なく、冷房が行き届いていることがわかった。

夏期の消費電力は、石州瓦葺き
の方が有意に低く、石州瓦葺き
は省エネ性能が高いといえた。

N

（℃）
55

25

35

45

17001700 900

1200

1200

700

800 600

【人工降雨による評価】

【人工降雨装置】

屋内

単位：㎜

【自然降雨による評価】
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計 47個
計 7個
計 1個
計 3個
計 2個

：熱電対
：おんどとり
：グローブ温度
：熱流計
：騒音計

単位：㎜
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